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年度末報告書（実⾏団体⽤） 
※報告書内の⻘⽂字・緑字（CCF 加筆）は説明内容、⾚⽂字は⽂字数上限になりますので提出時には削除してください。 

 
１年⽬ 年度末報告書 

1．事業名 「孤独を⽣み出さないための居場所作りの整備〜コミュニティシネマの活⽤〜」 
2．実⾏団体名 特定⾮営利活動法⼈アイダオ 
3．実施期間 2020 年 4 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
4. 報告期間 2020 年 10 ⽉ 1 ⽇〜2021 年 3 ⽉ 31 ⽇ 
5.事業進捗に関する報告（概要）  進捗状況 
中⻑期アウトカム 
 
１、コミュニティシネマを活⽤した包括的⽀援体制により、家にこもり
がちな⼦どもたちやその家族が社会とつながり、孤⽴しない環境を整え
られている 
 
２、コミュニティシネマをはじめとする地域にある様々なセクターの存
在が寄り添い⽅⽀援につながり、⽣きづらさを解消するセーフティネッ
トとして機能している 
 
３、孤独を⽣み出さないための居場所が地域社会に継続的に増えている
こと。そうした⽀援モデルが、他地域にも波及している         
 
 

 

短期アウトカム 
 
1、⻑野県東信地域において、孤⽴しがちな⼦ども若者を含める潜在的な
課題が把握しやすい地域社会になる。 
 
２-1、要⽀援者やその保護者が相談できる窓⼝やつながりが増え、孤⽴
しない地域社会になっている。 
 
２-2、課題解決のため地域資源がコミュニティシネマ以外の場にも波及
している。 
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３、⻑野県東信地域において、⼦ども若者が抱える課題への地域社会の
理解が進み、協⼒者が増える。 
 
４、⼦ども若者の包括的な⽀援体制がつくられ、⾏政施策にも反映され
るようになる。 
 
 
５、地域資源がオルタナティブな学びの場として活⽤される地域にな
り、本事業が上⽥モデルとして確⽴していく。 
 
アウトプット 
 
１、連携協議会が設⽴され、関係団体が地域の課題を把握し、課題解決
に向けた取り組みを⾏う。 
 
２-1、関係者、専⾨家、当事者が⼀同に介した公開シンポジウムを通じ
て、⼦ども若者に関わる問題への関⼼・認知が⾼まり、⽀援が必要な当
事者やその家族の新規開拓につながる。 
 
２-2、関係者、専⾨家、当事者が⼀同に介した公開シンポジウムを通じ
て、地域資源を活⽤した⽀援の取り組みが、地域社会に周知される。 
 
３、⾏政、教育委員会等、地域資源である関係団体と連携協議会との協
⼒体制が強化され、包括的な⽀援体制がつくられる。 
 
４、アイダオが中間⽀援 NPOとして、⼦ども若者⽀援に多様な NPOが
連携できることにつながる新たな政策を提⾔する。 
 
５、専⾨家による知⾒を反映して本事業がより効果の⾼い⽀援内容にな
る。 
 
 

 
 
計画より進んでいる 

6.事業進捗に関する報告（詳細）  
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１、連携協議会、拡⼤連携協議会の開催 
 
●⽉⼀の連携協議会を開催。アイダオの直井、⾼橋、上⽥映劇の⻑岡、原、侍学園の平形が参加。 
●またそれ以外に、地域の教育関係者、芸術⽂化関係者、⽀援関係者を含めた「拡⼤連携協議会」を以下の通り開催。 
 
●第１回拡⼤連携協議会：2020 年 7 ⽉ 21 ⽇（⽕）13：30〜 場所：犀の⾓ 
参加者：【関係団体】直井恵、⾼橋華絵（アイダオ）、平形有⼦（侍学園）、⻑岡俊平（上⽥映劇）、宮尾彰（東信こどもサポートネット）＊⻑岡は zoom参
加【連携団体】くりもときょうこ（⼦どもと⼤⼈の居場所「だらっと」）、武捨和貴（NPOリベルテ）、元島⽣（NPO場づくりネット）、天野みちる（東信
教育事務所スクールソーシャルワーカー）、松井絢⼦（東信教育事務所スクールソーシャルワーカー）、相川陽⼀（⻑野⼤学環境ツールリズム学部、社会
学）、続⽊奏絵（⻑野県動物愛護センター「ハローアニアル」動物介在活動コーディネーター）、荒井舞（犀の⾓）、伊藤茶⾊（犀の⾓） 
内容：１）地域の不登校⽀援について、２）様々な「居場所」の取り組みについて、３）「不登校」そのものの捉え⽅について、４）連携体制について等 
 
●第 2 回拡⼤連携協議会：2021 年 1 ⽉ 21 ⽇（⽊）17：00〜 場所：犀の⾓ 
参加者：【関係団体】直井恵、⾼橋華絵（アイダオ）、平形有⼦（侍学園）、⻑岡俊平（上⽥映劇）、宮尾彰（東信こどもサポートネット）【連携団体】元島
⽣（NPO場づくりネット）、松井絢⼦（東信教育事務所スクールソーシャルワーカー）、相川陽⼀（⻑野⼤学環境ツールリズム学部、社会学）、早坂淳（⻑
野⼤学社会福祉学部、教育学）続⽊奏絵（⻑野県動物愛護センター「ハローアニアル」動物介在活動コーディネーター）、伊藤茶⾊（犀の⾓）、野村政之（⻑
野県⽂化芸術コーディネーター） 
内容：１）半期のふりかえり、２）「のきした」*についての活動紹介、３）今後の地域における社会包摂と芸術の関係性について。 
 
*コロナ禍で DVや⽣活困窮などにまつわる⽣活相談を受ける中で、この拡⼤連携協議会のメンバーでもある⼩劇場「犀の⾓」や NPO「場作りネット」「リベ
ルテ」のメンバーを中⼼に始まる。「うえだ⼦どもシネマクラブ」との連携が可能に。 
 
 
３、⾏政、教育委員会等、地域資源である関係団体と連携協議会との協⼒体制が強化され、包括的な⽀援体制がつくられる。 

 
● 事業開始前に、近隣市町村の教育⾏政、中間教室へヒアリング＆アンケートを⾏い、協⼒体制や連携体制の可能性を探る。 
● その中で、初期段階から⻑野県教育委員会東信教育事務所の協⼒が得られことに。事業開始前から「事務所便り」という、東信エリアの教職員全員に配布
される広報誌に取り組みを紹介していただく他、スクールソーシャルワーカー（SSW）の定例会にて説明する場を設定していただくなど、⾮常にありがたい強
協⼒体制が得られる。その後、上映会にも度々視察に来ていただきながら、⽣涯学習担当、学校教育のいじめ問題担当の教職員のみなさまにも場の存在を知っ
ていただくことができた。そのつながりで、次年度の⻑野県教育委員会の⼈権セミナーでの分科会に呼んでいただくことになる。 
● 2020 年 5 ⽉から 9⽉にかけて、上⽥市、東御市、⼩諸市、佐久市、御代⽥町、軽井沢町、⻑和町の教育委員会を訪問。事業説明と後援申請を⾏う。そのう
ち、上⽥市では市内の⼩中学校の教頭先⽣が集まる⽉１の定例会にて、また佐久市では校⻑先⽣が集まる定例会にて事業説明をする場を作っていただく。学校
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教育と⺠間との連携の場として、ぜひ活⽤してほしい旨を伝える。また、東御市、軽井沢町、御代⽥町では教育⻑との懇談の場を設定していただき、事業への
強い賛同を得ることができた。 
● そのうち、御代⽥町においては、「うえだ⼦どもシネマクラブ」への参加を出席扱いにしてくれるということに。 
● 8⽉には上⽥市内で開催された「不登校の集い」に参加（⻑野県教育委員会 東信事務所 主催）。フリースクールや親の会など地域で⼦どもの居場所に取
り組む団体とのつながりができ、活動の周知の協⼒をお願いする。 
● ⻑野県の動物愛護センター「ハローアニマル」には「動物介在コーディネーター」と呼ばれる⼼理カウンセラーが常駐しており、「ハローアニマルこども
サポート」と呼ばれる活動の中で、平⽇こどもたちの受け⼊れを⾏なっている。その担当職員との連携により、受け⼊れているこどもたちに「うえだ⼦どもシ
ネマクラブ」についての周知を積極的に⾏っていただく。それぞれ「動物」と「映画」といった強みを⽣かした場づくりを⾏なっているというところで、連携
体制がとりやすい。次年度は「こどもサポート」との連携により、上⽥映劇でもこどもたちを平⽇受け⼊れることにつながる。 
● その他、SSWや教育⽀援センター、またこども⾷堂のスタッフとの連携が可能になる。（関わる⼦どもたちを映画の上映会に連れてきてもらう） 
 
 
４、アイダオが中間⽀援 NPOとして、⼦ども若者⽀援に多様な NPOが連携できることにつながる新たな政策を提⾔する。 
 
●今年度ちょうど、上⽥市が住⺠⾃治基本条例の検証の年であったことから、中間⽀援 NPOとして直井が検証委員として関わることになる。その中で上⽥市
の条例では「こどもの権利」に関わる条例や政策が不⼗分なことがわかり、その点を指摘。国連の⼦どもの権利条約に沿った形で、市政に⼦ども権利を反映さ
せるべきだという旨を発⾔。結果的に、条例の付帯意⾒として「⼦どもの権利に関わる条例」を別途制定するべきだという⽂⾔を明記することになる。そんな
ことから、今後⾏政との連携において、担当課や NPOなどとともに、⼦ども若者の権利や⽀援に関わる政策提⾔をする場を作っていく予定である。 
 
５、専⾨家による知⾒を反映して本事業がより効果の⾼い⽀援内容になる。 
 
●拡⼤協議会メンバーの中で、芸術⽂化側からは、⻑野県の⽂化芸術振興コーディネーターの野村政之⽒、シアター＆アーツうえだの荒井洋⽂⽒、また教育側
からは⻑野⼤学の早坂淳⽒より随時アドバイスをいただきながら、事業を進めている。 
 
7.資⾦計画に関する報告 
① 資⾦計画どおりの執⾏状況ですか。 ： 計画どおり進んでいる  
→①で「計画どおり進んでいる」以外を選択した場合の理由：【550 字以内】 
② 報告年度に⽤意する予定だった⾃⼰資⾦は集めることができましたか。： 計画より進んでいる 
→②で「計画より遅れている」を選択した場合の理由：【550 字以内】 
8.報告期間における課題と次年度にむけた取り組み 
 
●次年度予定されているシンポジウムについて、新型コロナウイルスの感染拡⼤の状況をみながら、開催時期や⽅法を再検討していく。 
●また 1 年⽬の活動報告書を作成中。業務が間に合わず、印刷製本が次年度に繰り越すことに。その報告書を持参し、関係団体を訪問する予定。 
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●拡⼤連携協議会について、関係団体や個⼈のスケジュール調整が難しく、２回しか開催できなかった。ただ、関係者のコミュニケーションは蜜に取れている
中で、別で動き出しているプロジェクトとして、“地域での部活動の受け⼊れ”といった話題がある。現在関係団体の協働企画として、⽂化庁による「地域⽂化
倶楽部」の創設事業を新たに始めることに。「多様な学びの場を地域でどう確保するのか？」というテーマの中、既存の体制に馴染めない⼦達や外国籍児童、
または⽂化的貧困にある家庭などを対象に、こどもたちが主体となって取り組める⽂化・教育活動を地域で作れないかということで話し合いが持たれている。 
その中で、拡⼤連携協議会を研究会として位置付けるのはどうか？という意⾒が出されている。 
こちらについて、引き続き協議していく予定である。 
 
 
9.広報に関する報告 
 
メディア掲載： 
●信濃毎⽇新聞社 2020 年 8⽉ 6⽇「学校⾏きづらい⼦、映画館においでよ」 
●東信ジャーナル社 2020 年 8⽉ 17⽇「コミュニティカフェプレオープン：⼦ども・若者の新しい居場所整備」 
●信州⺠報社 2020 年 8⽉ 1 ⽇「侍学園が『⼦どもの居場所作り』事業：上⽥映劇＆アイダオと連携して取り組む」 
●⻑野県教育委員会 東信教育事務所『事務所便り第４号』⽣涯学習課より「映画館の新たな可能性」 
https://www.pref.nagano.lg.jp/toshinkyo/tayori/r2.html 

 
●毎⽇新聞社 2020 年 11 ⽉ 6⽇「映画館を最初の⼀歩に」 
●信濃毎⽇新聞社 2020 年 10 ⽉ 29⽇「悩める映画の主⼈公 私と同じ」 
 
●オンラインシンポジウム 登壇 
「こどもと映画の未来を考えるシンポジウム〜こどもが映画と出会うとき@オンライン 2021」 
2021 年 3 ⽉ 13 ⽇（⼟）16:00~18:00  https://www.kodomoeiga.com 

 
 
広報物： 
●「うえだ⼦どもシネマクラブ」概要パンフレット    合計 5000部 
●「第 1回 うえだこどもシネマクラブ」8⽉開催チラシ 合計 2000部 
●「第 2回 うえだこどもシネマクラブ」9⽉開催チラシ 合計 2000部 
●「第 3回 うえだこどもシネマクラブ」10 ⽉開催チラシ 合計 2800部 
●「第 4回 うえだこどもシネマクラブ」11 ⽉開催チラシ 合計 3000部 
●「第 5回 うえだこどもシネマクラブ」12 ⽉開催チラシ 合計 14000部 
●「第 6回 うえだこどもシネマクラブ」1 ⽉開催チラシ 合計 14000部 
●「第 7回 うえだこどもシネマクラブ」2 ⽉開催チラシ 合計 14000部 
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●「第 8回 うえだこどもシネマクラブ」3 ⽉開催チラシ 合計 14000部 
 
●WEB制作 「うえだ⼦どもシネマクラブ公式サイト」https://uedakodomocinema.localinfo.jp/ 
 
 
 

 
10.規定類の整備に関する報告 
① 事業期間に整備が求められている規程類の整備は完了しましたか。： 完了 
② 整備が完了した規程類を webサイト上で広く⼀般公開していますか。： ⼀部未公開 
→②で「⼀部未公開」「未公開」を選択した場合の理由と公開予定⽇：【550 字以内】 
 WEBの設定に時間がかかっていたため。アイダオの公式サイトに未公開分の規定を５⽉中に公開予定。 
③ 変更があった規程類に関して資⾦分配団体に報告しましたか。： 特に変更はなし 
→③で「いいえ」を選択した場合の理由：【550 字以内】 
11.ガバナンス・コンプライアンスに関する報告 
① 社員総会、理事会、評議会は定款の定める通りに開催されていますか。： はい 
→①で「いいえ」を選択した場合の理由：【550 字以内】 

② 内部通報制度は整備されていますか。： はい  
→②で「はい」の場合は、設置⽅法（複数選択可）： 内部に窓⼝を設置  
③ 利益相反防⽌のための⾃⼰申告を定期的に⾏っていますか。： はい   
→③で「いいえ」を選択した場合の理由：【550 字以内】 
④ 関連する規程の定めどおり情報公開を⾏っていますか。： はい  
→④で「いいえ」を選択した場合の理由：【550 字以内】    
⑤ コンプライアンス委員会（※）は定期的に開催されていますか。： はい  
※コンプライアンス委員会を設置していない実⾏団体は、担当部署または担当者に報告の対象となる不正⾏為を資⾦分配団体に報告済かを回答してください。 
報告の対象となる不正⾏為とは、資⾦分配団体-実⾏団体間の資⾦提供契約書第 15 条に定めるものです。 
→⑤で「いいえ」を選択した場合の理由：【550 字以内】 
⑥ 報告年度の内部監査⼜は外部監査を実施予定ですか。（実施済みの場合含む）： 外部監査を実施 
→⑥で「実施する予定がない」を選択した場合の理由：【550 字以内】 
 

  
13.活動の写真 
活動の写真がある場合には貼り付けてください。（画像データは 1枚 2MG以下で 3-4枚程度としてください。） 

 


